
 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染防止対策強化 

 新型コロナウイルスの脅威がついに下関にも迫ってきています。先日、本県の

感染拡大レベルが３段階中の１から２へと引き上げられました。それに伴い、保

護者の皆様にもレベル２に応じたご協力をお願いしているところです。 

 園においてもレベル２の際のマニュアルを作成し、対策を強化した取組を行っています。一部

を紹介します。詳細はホームページに掲載しています。 
 

１ 感染源を絶つ（ウイルスを園に持ち込まない） 

・ 職員は、出勤時に健康状態を記録に残します。本人が発熱、また、同居の家族に風邪等の症状

がある時は、休みます。 

・ 訪問者には検温を実施し、訪問者、訪問日時、検温結果を記録します。 

・ 給食の食材等納入業者には、自ら検温をし、体調を確認してから納入をしてもらいます。 

２ 感染経路を絶つ（園で集団感染させない） 

・ 手洗いは、外から園舎に入った時、給食の前後、掃除の後、トイレの後、集団遊びの前後、絵

本の部屋に入る前に、流水とハンドソープで３０秒程度かけて丁寧に行わせます。 

・ 登園直後や給食の配膳後はアルコールで手指消毒をします。 

・ 清潔なマスクを鼻から顎まで覆い、隙間がないように着用させます。また、替えのマスクを用

意してもらい、給食前後で交換させます。 

・ 園児の登園前または降園後に、ドアノブや取っ手などみんながよく触れる部分を消毒します。ま

た玩具を計画的・定期的に消毒します。 

・ 給食とおやつは、横並びで座席を指定し、職員は、園児の座席位置を記録します。 

・ テーブルは、職員が食事の前後に消毒液を浸した布巾やペーパータオルで拭きます。 

・ 感染リスクの高い活動を控えます。 

  ア 園児同士が近距離で一斉に大きな声を出す活動  イ 狭い所で人に向かっての合唱 

  ウ 鍵盤ハーモニカの演奏 など 

・ 通園バスは、危険のない箇所の窓を開け、常に外気を取り入れます。また、座席は１シートに

つき１名のみの使用とし、座席位置を記録します。 

３ 密閉の回避（換気の徹底） 

・ 窓を開けたり、換気扇や扇風機を回したり、部屋の入り口を開放したりします。 

４ 密集の回避（身体的距離の確保） 

・ 園児が分散して遊べるようにできるだけコーナーに分けます。また、異年齢児同士による合同

の遊び（活動）をできるだけ避けます。 

・ 誕生会などのイベントは、換気を十分に行い、１５分程度で終了させます。 

５ 密接の場面への対応 

・ 遊びを極力分散したり、遊具の配置を工夫したり、教師の援助を行ったりします。 

・ マスクを着用させるとともに、集団遊びの前後に手洗いをさせます。 
  

 

 園では、子どもたちの安全を守るたに万全を期して取り組んでいますが、幼児の行動特性に応じ

て職員が完璧に対応するには、どうしても限界があります。これについてはご理解くださいますよ

うお願いします。まずは、これからの大型連休をどうぞ静かに、感染状況を把握するアンテナの感

度と予防対策のギアを一段上げて、安全にお過ごしいただきますようお願いします。（園長） 
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